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1. 標準（従来）の問題解決のロードマップ1. 1. 標準（従来）の問題解決のロードマップ標準（従来）の問題解決のロードマップ

Feature TransferFeature Transfer

Internet
Assistant

Web 利用特許分析

Internet
Assistant

Web 利用特許分析

Effects
逆引き機能辞書

Effects
逆引き機能辞書

Principles
矛盾対比解決

Principles
矛盾対比解決

Prediction
技術進化トレンド

Prediction
技術進化トレンド

Path3Path2

Path1

TrimmingTrimming

対象物の情報を集める対象物の情報を集める

機能分析（プロダクト、プロセス）機能分析（プロダクト、プロセス）

解決方針解決方針

簡単化

問題記述ツール

コンセプトの評価と選択コンセプトの評価と選択

問題の提起問題の提起

問題リストと問題定義問題リストと問題定義 方針変更？方針変更？

問題解決ツール

解決？解決？

Yes

NoNo

コンセプトの実施コンセプトの実施

Yes
コンセプトリストのまとめコンセプトリストのまとめ

Problem Solving Tools
（Classic TRIZ)

Problem Statement Tools
（Value Engineering)



TRIZユーザーグループミーティング　(2001.9.13-14)        『ＴＲＩＺホームページ』  (2002. 3.18 掲載) 3

2. Ellen Domb チャートの活用2. 2. Ellen Ellen Domb Domb チャートの活用チャートの活用
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用語解説. コンピテンシーとは用語解説用語解説..  コンピテンシーとはコンピテンシーとは

仕事成果に直結する要素としての“発揮能力”のこ
とで「その分野に秀でた人とそうでない人の間にあ

る差を行動特性行動特性として可能な限り外に見える形の

要素で表現した尺度」である。つまり、スキルと知識

と人間性が行動と重複する領域のことである。
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3. IFR（最終理想解）とQFD3. 3. IFRIFR（（最終理想解）と最終理想解）とQFDQFD
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4. 現状のしくみと課題の位置づけ4. 4. 現状のしくみと課題の位置づけ現状のしくみと課題の位置づけ
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5. プロダクト分析5. 5. プロダクト分析プロダクト分析
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6. 発想例（リスク回避策）6. 6. 発想例（リスク回避策）発想例（リスク回避策）

「リスクを回避する」を除去するために、
進化トレンドから次の発想を得た。

① 成果項目として、いろいろな要素を組
み合わせていくつかは実現可能と思
わせる。

② それを数年間の平均値とすることで、
制御可能なしくみとしておく。
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7. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅰ）7. 7. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅰ）発想例（あきらめやすさの対応策Ⅰ）

「すぐあきらめる」を除去するため Predictionから次のように発想した。
① 成果項目を多層構造にして、研究・開発・生産等どの仕事でも実現可能な成果
項目とする。
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8. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅱ）8. 8. 発想例（あきらめやすさの対応策Ⅱ）発想例（あきらめやすさの対応策Ⅱ）

「すぐあきらめる」を除去するため Predictionから次のように発想した。
① 1方向から曲面に変えるから、社内の視点でなくグローバルスタンダードの基準
として目的意識を高める。
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9. 施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）9. 9. 施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）施策展開の一事例（成果項目を棚卸しチャレンジ目標を設定）

CPD（継続キャリアパス）の考え方CPD（継続キャリアパス）の考え方
[CPD：Continuing Professional Development]

＜目標値の設定＞
目標：平均 50ポイント/年 （3年間の移動平均）

CPD項目

講習会・研修等

内容概要

社外＆社内講習/研修( 6H以上/日を 1p、他 0.5P）

論文 社外発表（5p/ページ換算、査読付 )     [ max40p]
社外発表（3p/ページ、一般論文)         [ max20p]
社外口頭発表（10P/件）                     [ max20p]
社内優秀論文（10p/件)、他（5p/件)      [ max20p]

特許 優秀特許（10p /件)、その他特許（5p /件)

顕著な業績 社内外受賞レベル

技術指導 社外講師（3p/件）社内講師（2p/件）[各々max 20p]

団体活動 学会等公的機関での議長・委員長    [max40p/年]
学会等公的機関での委員               [max20p/年]

公的資格取得 博士/技術士/弁理士/ITコーディネータ/システム
監査/上級シスアド/それに準ずる資格   [max20p]

自己啓発等 1p/日を目安   図書執筆は（max20p/件）

基準の明確化基準の明確化

グローバルスタンダード
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